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北
三
大
会
入
賞
者
に
褒
賞 

 

六
月
に
小
松
市
で
行
わ
れ
た

北
陸
三
県
私
立
短
期
大
学
体
育

大
会
で
入
賞
し
た
選
手
に
対
す

る
学
長
褒
賞
の
授
与
式
＝
写
真

左
＝
は
七
月
十
日
、
４
号
館
講

堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

石
田
寛
人
学
長
が
３
位
ま
で

の
入
賞
者
と
チ
ー
ム
に
表
彰
状

と
記
念
品
を
手
渡
し
、「
競
技
中

に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た 

と
思
う
が
、 

無
事
克
服
し 

て
終
え
る
こ 

と
が
で
き
良 

か
っ
た
。
お 

疲
れ
さ
ま
で 

し
た
」
と
出 

場
し
た
学
生 

を
ね
ぎ
ら
い 

ま
し
た
。 

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

昼
食
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
味
わ
っ
た
あ

と
、
午
後
は
美
術
文
化
コ
ー
ス

の
体
験
授
業
が
初
め
て
行
わ
れ

た
ほ
か
、
文
化
部
と
運
動
部
の

体
験
が
あ
り
ま
し
た
。 

美
術
文
化
コ
ー
ス
の
授
業
に

参
加
し
た
生
徒
は
、
ク
レ
ヨ
ン

ア
ー
ト
、
陶
芸
、
パ
ソ
コ
ン
ア

ー
ト
の
講
座
に
分
か
れ
、
担
当

の
教
諭
か
ら
丁
寧
な
指
導
を
受

け
て
制
作
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

い
い
」
、米
谷
さ
ん
は
面
接
の
心

構
え
と
し
て
「
人
事
担
当
者
は

人
を
見
抜
く
プ
ロ
。
う
そ
を
つ

い
て
も
見
破
ら
れ
る
」
と

警


告

し
ま
し
た



。 
 

渡
辺
さ
ん
は
、「
元
気
と
や
る

気
が
あ
る
人
を
企
業
は
求
め
て

い
る
」
、
永
田
さ
ん
は
「
こ
の
仕

事
な
ら
や
っ
て
い
け
そ
う
だ
と

い
う
も
の
を
探
す
こ
と
が
大

切
」
と
話
し
、
岡
部
さ
ん
は
「
め

っ
た
に
会
え
な
い
社
長
や
偉
い

人
に
会
え
る
の
だ
か
ら
、
面
接

を
楽
し
も
う
」
と
ユ
ニ
ー
ク
な

助
言
を
送
り
ま
し
た
。 

好
成
績
を
喜
ぶ
部
員
た
ち 

＝
大
阪
府
羽
曳
野
市 

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
学
校
見

学
会
は
七
月
二
十
七
日
、
校
内

で
行
わ
れ
、
金
沢
市
内
を
中
心

に
石
川
県
内
各
地
か
ら
来
校
し

た
約
三
百
人
の
中
学
生
が
、
東

高
校
の
来
春
の
入
試
や
生
徒
の

活
躍
、
最
近
の
大
学
合
格
状
況

な
ど
を
理
解
し
ま
し
た
。 

 

各
教
室
で
教
員
が
学
校
の
概

要
を
説
明
し
た
あ
と
、
体
育
館

で
は
生
徒
の
司
会
進
行
で
初
め

て
の
制
服
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
を
は
じ
め
部
活
動
紹
介
な
ど 

 
後輩に就職活動の心構えや対策などを 
アドバイスする卒業生 ＝４号館講堂 

 

七
月
六
日
か
ら
三
日
間
、
大

阪
府
羽
曳
野
市
で
開
か
れ
た
西

日
本
学
生
重
量
挙
げ
選
手
権

で
、
金
沢
学
院
大
学
チ
ー
ム
は
、

男
子
団
体
で
２
位
に
入
り
ま
し

た
。 ま

た
、
男
子
77
㌔
級
で
川
畑

力
大
、
同
１
０
５
㌔
級
で
小
松

翔
、
女
子
は
75
㌔
超
級
で
制
野

真
理
、
63
㌔
級
で
今
井
奈
津
美

の
各
選
手
が
優
勝
し
ま
し
た
。 

こ
の
ほ
か
の
主
な
成
績
。 

 
◆
男
子
１
０
５
㌔
超
級 

③

佐
藤
瑛
▽
94
㌔
級 

③
岡
仁

亮
▽
69
㌔
級 

②
三
谷
洋
平 

◆
女
子
▽
75
㌔
超
級 

②

谷
上
蛍
▽
69
㌔
級 

③
堂
本

真
由
▽
63
㌔
級 
②
佐
久
間

朋
美
▽
58
㌔
級 
②
森
川
奈 

 

夏
服
と
冬
服
を
紹
介
し
た
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
＝
体
育
館 

 

金
沢
学
院
大
学
の
就
職
教
育

講
座
「
今
春
卒
業
生
に
聞
く
」

は
七
月
二
十
日
、
４
号
館
講
堂

で
開
か
れ
、
六
人
が
後
輩
の
学

生
に
就
職
活
動
に
臨
む
心
構
え

や
準
備
に
つ
い
て
助
言
し
ま
し

た
。
卒
業
生
ら
は
「
自
分
を
分

析
し
、
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ポ
イ

ン
ト
を
し
っ
か
り
整
理
し
て
お

く
」「
ま
ず
元
気
良
く
あ
い
さ
つ

が
で
き
る
こ
と
が
基
本
」
な
ど

と
話
し
ま
し
た
。 

 

講
師
を
務
め
た
の
は
い
ず
れ

も
平
成
十
八
年
度
卒
業
生
の
豊

嶋
涼
子
さ
ん
（
日
本
文
学
科
、

ア
ル
ビ
ス
）
、新
濃
は
づ
き
さ
ん

（
国
際
文
化
学
科
、
エ
ヌ
・
テ 

 

ィ
・
テ
ィ
北
陸
電
話
帳
）
、
米
谷

直
久
さ
ん
（
経
営
情
報
学
科
、

ア
ト
ム
）
、渡
辺
拓
哉
さ
ん（
同
、

双
建
）
、
永
田
淳
美
さ
ん
（
情
報

デ
ザ
イ
ン
学
科
、
山
越
）
、
岡
部

綾
乃
さ
ん
（
文
化
財
学
科
、
金

沢
名
鉄
丸
越
百
貨
店
）の
六
人
。 

 

豊
嶋
さ
ん
は
、「
就
職
指
導
部

や
友
人
の
支
え
で
自
分
が
ど
の

方
向
に
進
ん
で
い
く
の
か
固
め

て
い
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
し

た
。
新
濃
さ
ん
は
履
歴
書
の
内

容
に
苦
労
し
た
経
験
か
ら
、「
学

生
の
う
ち
に
と
に
か
く
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
経
験
し
て
お
く
と 

初
の
制
服
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー 

東
高
見
学
会 

美
文
コ
ー
ス
の
体
験
授
業
も 

今
春
卒
業
生
が
就
職
活
動
に
助
言 

 

基
本
は
あ
い
さ
つ
か
ら

金
沢
学
院
大
が
団
体
２
位 

西
日
本
学
生
重
量
挙
げ 

個
人
も
上
位
続
々 

美
子
③
笹
尾
恵 

 

馳
代
議
士
が
本
学
に
来
訪 

 

馳
浩
衆
院
議
員
は
七
月
十
三

日
、
国
政
報
告
の
た
め
金
沢
学

院
を
訪
れ
、
石
田
寛
人
学
長
と

懇
談
し
ま
し
た
＝
写
真
左
＝
。

馳
議
員
は
、
重
要
法
案
を
採
決

で
き
た
今
国
会
を
振
り
返
り
、

「
国
家
公
務
員
天
下
り
規
制
法

が
最
も
効
果
が
期
待
で
き
る
」 

と
話
し
ま 

し
た
。
ま 

た
、
職
員 

に
対
し
、 

「
教
育
を 

こ
れ
か
ら 

も
支
え
て 

下
さ
い
」 

と
述
べ
ま 

し
た
。 

 

 


